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政
　
策

講演中の西原茂樹氏（オンライン講演会画面から作成）

山東省威海市における講演の様子

中国とのホストタウン提携式（牧之原市）

オンラインでの第２回日中科学技術革新協力大会（東京）

―
―
日
中
の
適
材
適
所
つ
な
ぐ
ビ
ジ
ネ
ス
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佐
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建
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代
表
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事
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般
社
団
法
人
洸
楓
座

NEWS
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Someone

第㉓回

西
原 

茂
樹 

氏
（
Ｍ
Ｉ
Ｊ
Ｂ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）

▼
「
Ｍ
Ｉ
Ｊ
Ｂ
Ｃ
」
と
の

　
出
合
い

コ
ロ
ナ
の
騒
ぎ
の
発
生
以

前
で
あ
る
２
０
１
９
年
12
月

末
に
、
筆
者
は
中
国
山
東
省

威
海
市
で
の
第
１
回
日
中
科

学
技
術
革
新
協
力
大
会
に
参

加
し
た
。
成
田
空
港
か
ら
青

島
空
港
に
飛
び
、
威
海
市
ま

で
は
車
で
３
時
間
で
あ
っ

た
。
同
行
し
た
の
は
、
10
名

の
グ
ル
ー
プ
。
着
後
、
ホ
テ

ル
で
歓
迎
会
が
あ
っ
た
。
す

る
と
、
別
便
で
来
た
50
名
の

日
本
人
が
い
て
、
現
地
、
威

海
市
か
ら
の
中
国
人
参
加
者

と
合
わ
せ
て
３
０
０
人
は
超

え
る
大
き
な
賑
や
か
に
晩
餐

会
と
な
っ
た
。

そ
の
歓
迎
会
で
、
今
回
紹

介
す
る
西
原
茂
樹
氏
が
挨
拶

さ
れ
た
。
満
面
に
こ
や
か
な

西
原
氏
の
挨
拶
に
は
感
銘
を

受
け
た
。
ま
た
、
日
中
科
学

技
術
革
新
の
趣
旨
か
ら
は
、

光
触
媒
で
著
名
な
東
京
理
科

大
の
藤
嶋
昭
栄
誉
教
授
が
挨

拶
さ
れ
た
。
中
国
側
か
ら

は
、
山
東
省
の
科
学
技
術
の

担
当
局
長
や
威
海
市
副
市
長

が
挨
拶
さ
れ
た
。
省
や
市
を

挙
げ
て
の
歓
迎
会
の
盛
大
さ

は
、
中
国
流
の
演
出
で
あ

り
、
始
終
賑
や
か
で
あ
る
。

私
が
割
り
振
ら
れ
た
テ
ー

ブ
ル
は
、
他
に
２
名
の
日
本

人
も
混
じ
っ
た
が
、
そ
の
テ

ー
ブ
ル
に
は
、
こ
の
第
１
回

の
革
新
協
力
大
会
を
裏
で
仕

切
っ
て
い
る
威
海
市
の
経
済

界
の
ド
ン
と
も
い
え
る
水
産

加
工
会
社
の
苗
会
長
も
い

た
。
筆
者
は
、
結
構
お
酒
に

う
。
し
た
が
っ
て
、
市
長
と

い
う
公
職
で
な
さ
れ
た
仕
事

に
お
い
て
も
際
立
っ
た
展
開

が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
日
中
関
係
に

注
目
し
た
い
。
１
９
９
２

年
、
日
中
国
交
正
常
化
20
年

と
い
う
節
目
が
、
実
は
静
岡

県
と
浙
江
省
の
友
好
提
携
10

周
年
で
あ
っ
た
そ
う
だ
。
そ

の
記
念
式
典
が
浙
江
省
政
府

主
催
で
な
さ
れ
、
県
議
員
の

一
員
と
し
て
出
席
さ
れ
た
。

そ
の
式
典
の
背
景
に
は
あ
る

物
語
が
あ
る
。
友
好
提
携
10

周
年
を
記
念
し
て
、
静
岡
県

か
ら
３
階
建
て
の
ホ
テ
ル
が

寄
付
さ
れ
た
と
い
う
。
当

初
、「
日
本
の
高
水
準
の
パ

ソ
コ
ン
」
を
１
０
０
台
寄
贈

す
る
と
い
う
の
が
静
岡
県
側

の
案
で
あ
っ
た
が
、
浙
江
省

側
が
「
い
つ
ま
で
も
残
る
も

の
が
い
い
」
と
い
う
こ
と

で
、
友
好
会
館
と
し
て
の
ホ

テ
ル
を
提
供
し
た
の
だ
と
い

う
。
そ
の
ホ
テ
ル
は
「
杭
州

花
家
山
荘
」
と
名
付
け
ら

れ
、
現
在
も
趣
旨
に
叶
い
使

わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

静
岡
県
と
浙
江
省
と
の
つ

な
が
り
は
、
彼
の
地
が
「
温

州
ミ
カ
ン
と
お
茶
の
故
郷
」

で
あ
る
由
縁
に
よ
る
と
い

う
。
こ
の
単
純
で
明
快
な
理

由
こ
そ
が
、
強
い
係
わ
り
と

な
っ
て
現
在
ま
で
40
年
も
続

い
て
発
展
し
て
い
る
。
静
岡

県
の
一
つ
の
悩
み
は
、
訪
中

や
来
静
（
ら
い
せ
い
）
で
利

便
性
で
あ
っ
た
。
静
岡
県
は

東
海
道
新
幹
線
が
あ
り
、
東

京
に
も
名
古
屋
に
も
関
西
方

面
に
も
便
利
で
あ
る
が
、
海

外
と
の
交
通
で
は
ひ
と
っ
飛

び
と
は
な
ら
な
い
。
そ
こ

で
、
つ
く
ら
れ
た
の
が
富
士

よ
う
で
あ
る
。
１
９
５

４
年
３
月
の
静
岡
県
生

ま
れ
で
現
在
67
歳
。
金

沢
大
学
工
学
部
土
木
工

学
科
を
卒
業
し
上
水
下

水
や
廃
棄
物
な
ど
の
エ

ン
ジ
ニ
ア
を
さ
れ
た
。

35
歳
で
静
岡
県
相
良
町

会
議
員
。
37
歳
か
ら
県

議
会
議
員
を
４
期
経
験

強
い
の
で
、

白
酒
で
乾
杯

返
杯
を
繰
り

返
し
、
す
っ

か
り
中
国
人

と
親
し
く
な

り
、
そ
の
後

の
会
議
開
催

中
は
苗
氏
の

公
式
や
私
的

な
会
合
に
毎

回
参
加
さ
せ

て
頂
い
た
。

２
日
目
か

ら
の
講
演
会

で
は
、
西
原

や
商
習
慣
の
公
正

化
な
ど
、
未
来
に

展
望
は
一
つ
に
し

て
も
国
域
や
国
情

の
相
違
を
相
互
に

理
解
し
て
共
同
の

気
概
を
も
生
か
し

て
実
践
す
る
旗
印

や
意
識
理
解
の
た

め
の
合
言
葉
が
、

Ｍ
Ｉ
Ｊ
Ｂ
Ｃ
で
あ

り
、
必
要
性
が
あ

る
と
、
筆
者
は
理

解
し
た
。

▼
む
す
び

西
原
氏
と
の
出

会
い
は
、
筆
者
の

こ
れ
ま
で
の
中
国

受
け
、
こ
れ
が
Ｍ
Ｉ

Ｊ
Ｂ
Ｃ
の
展
開
に
も

弾
み
が
つ
い
た
と
い

う
。牧

之
原
市
の
西
原

市
政
と
し
て
は
、

「
東
京
で
は
な
く
、

地
方
！
」

「
大
企
業
で
は
な

く
、
中
小
企
業
！
」

を
掲
げ
、
地
方
や

中
小
企
業
が
元
気
を

取
り
戻
す
こ
と
を
旗

印
と
し
た
。

そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
、
豊
か
な
資

金
力
と
購
買
力
を
占

め
て
い
る
中
国
と
組

も
う
と
い
う
の
が
、

と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ

日
本
で
生
産
や
開
発

を
や
り
、
中
日
共
同

の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
創
出
し
、〝
Ｍ
Ｉ

Ｊ
Ｂ
Ｃ
〟
ブ
ラ
ン
ド

で
世
界
史
市
場
に
展

開

し

て

い

こ

う

と
！
」
で
あ
る
。

現
在
、
中
国
は
豊

か
さ
に
謳
歌
し
て
い

る
が
、
潜
在
す
る
課

題
も
あ
る
。例
え
ば
、

・
産
業
の
高
度
化

・
製
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
品
質
向
上

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど
環
境
問
題

・
企
業
経
営
の
長
寿

西
原
氏
の
Ｍ
Ｉ
Ｊ
Ｂ
Ｃ
の
ア

イ
デ
ア
で
あ
っ
た
。

Ｍ
Ｉ
Ｊ
Ｂ
Ｃ
は
、
一
言
で

言
う
と
、「
中
国
と
日
本
の

共
同
も
の
づ
く
り
・
共
同
研

究
開
発
」
で
あ
る
。
豊
か
な

資
金
と
14
億
人
と
言
う
販
路

を
も
っ
た
、
さ
ら
に
付
け
加

え
れ
ば
、「
や
る
気
の
あ
る

中
国
と
、
長
年
の
生
産
技
術

２
０
０
９
年
（
平
成
21
年
）

と
な
っ
て
。
開
港
時
に
、
西

原
氏
は
牧
之
原
市
長
に
な
っ

て
い
た
。
こ
う
し
て
海
外
か

ら
来
静
す
る
の
に
直
行
便
を

案
内
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
中
国
や
台
湾
、

そ
し
て
韓
国
と
の
利
便
性
と

友
好
関
係
が
広
が
っ
た
。

▼
Ｍ
Ｉ
Ｊ
Ｂ
Ｃ
へ
の
期
待

富
士
山
静
岡
空
港
が
開
港

す
る
と
観
光
客
が
た
く
さ
ん

来
て
、
日
本
製
の
お
土
産
を

買
っ
て
帰
る
。
Ｍ
ａ
ｄ
ｅ 

Ｉ
ｎ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
の
商
材

と
し
て
の
強
み
を
認
識
さ
せ

た
。
こ
の
こ
と
が
、
西
原
市

長
の
琴
線
に
触
れ
た
よ
う
で

あ
る
。

す
で
に
静
岡
県
で
は
、
特

に
製
造
業
へ
の
投
資
に
も
注

力
し
、
中
国
な
ど
の
海
外
向

け
の
中
小
企
業
支
援
を
行
っ

て
い
た
。
国
で
は
地
方
創
生

の
掛
け
声
を
挙
げ
て
は
い
る

が
、
上
手
く
行
か
な
い
。
そ

の
成
功
例
が
、
唯
一
、
牧
之

原
市
で
あ
る
と
い
う
評
価
を

化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は
日
本
企
業
と
し

て
は
こ
れ
ま
で
経
験
し
対
策

し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
の

で
、
中
国
側
の
課
題
を
解
決

し
、
日
本
の
技
術
を
活
か
す

「
共
同
の
も
の
づ
く
り
」
戦

略
が
、
Ｍ
Ｉ
Ｊ
Ｂ
Ｃ
と
し
て

成
立
す
る
。

日
本
企
業
に
は
、
高
い
研

究
開
発
力
と
先
進
技
術
力
が

あ
り
、
ま
た
付
加
価
値
の
高

い
製
品
や
信
頼
性
を
生
み
出

す
品
質
管
理
技
術
が
あ
る
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
Ｍ
Ｉ
Ｊ

Ｂ
Ｃ
は
、Made 
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の

高
品
質
＆
ブ
ラ
ン
ド
力
を
生

か
し
た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
は
、

日
本
の
国
内
で
行
い
、
技
術

流
出
を
防
ぐ
た
め
に
も
日
本

企
業
の
研
究
開
発
拠
点
と
と

も
に
高
品
位
製
造
拠
点
は
日

本
に
残
す
戦
略
で
あ
る
。
ま

た
、
資
本
販
路
は
中
国
と
し
、

生
産
開
発
拠
点
は
日
本
と
す

る
棲
み
分
け
を
維
持
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大

事
な
こ
と
は
、
技
術
の
向
上

や
中
国
人
と
の
関
わ
り
に
お

い
て
、
筆
者
の
琴
線
に
も
響

い
た
。
筆
者
は
、
中
国
か
ら

多
く
の
留
学
生
を
迎
え
た
。

修
士
課
程
を
終
え
て
就
職
し

た
も
の
、
起
業
し
た
も
の
、

さ
ら
に
博
士
課
程
で
研
究
し

学
位
を
取
得
し
た
も
の
と
多

様
で
あ
る
。
若
い
彼
ら
が
志

向
す
る
こ
と
は
、
日
中
間
の

共
生
で
あ
る
。
筆
者
も
親
中

派
に
な
り
、
彼
ら
も
親
日
派

に
な
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
筆
者
は
国
際
善
隣

協
会
に
会
員
で
も
あ
り
、
講

演
委
員
会
活
動
も
し
て
い

る
。
先
日
12
月
６
日
に
は
西

原
氏
に
、
善
隣
協
会
に
お
い

て
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会
の
講

師
を
お
願
い
し
た
。
テ
ー
マ

は
、「
Ｍ
Ｉ
Ｊ
Ｂ
Ｃ
に
よ
る

日
中
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
」
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
西
原
氏

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
講
演

し
て
頂
き
、
理
解
を
深
め
た

が
、
真
に
日
中
両
国
の
相
互

＆
相
補
的
発
展
を
す
る
こ
と

を
、
若
い
仲
間
と
と
も
に
進

め
た
い
と
思
う
。

氏
が
「
Ｍ
Ｉ
Ｊ
Ｂ
Ｃ
」
に
つ

い
て
、
特
別
講
演
さ
れ
た
。

そ
の
名
は
、Made 
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の
頭
文
字
を
つ
な
い

だ
用
語
で
、
後
述
す
る
新
し

い
「
日
中
の
共
同
モ
ノ
づ
く

り
」
概
念
で
あ
っ
た
。
筆
者

は
、
初
め
て
こ
の
言
葉
が
意

味
す
る
概
念
を
知
っ
た
。
こ

の
ユ
ニ
ー
ク
で
、
大
胆
な
概

念
の
発
案
者
が
、
西
原
氏
で

あ
る
と
い
う
。
同
氏
の
明
る

く
オ
ー
プ
ン
な
人
柄
に
は
す

っ
か
り
親
し
く
な
り
、
席
を

訪
ね
親
し
く
さ
せ
て
頂
い
た
。

▼
壮
大
で
革
新
の

　
中
国
に
圧
倒

前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の

第
１
回
日
中
科
学
技
術
革
新

協
力
大
会
に
お
け
る
歓
迎
会

や
会
議
・
講
演
会
、
そ
し
て

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
演

出
は
中
国
流
で
あ
っ
た
。
技

術
協
力
の
提
携
調
印
式
ま
で

が
公
式
行
事
と
し
て
組
み
込

ま
れ
て
お
り
、
筆
者
も
次
に

述
べ
る
技
術
適
用
に
署
名
し

た
。
中
国
政
府
が
展
開
す
る

科
学
技
術
、
と
く
に
情
報
技

術
＆
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
の

進
展
と
実
践
に
根
ざ
し
た
躍

動
的
で
壮
大
さ
に
は
す
っ
か

り
高
揚
さ
せ
ら
れ
た
。

筆
者
は
、
こ
の
科
学
技
術

革
新
会
議
に
お
い
て
「
水
の

浄
化
技
術
」
に
つ
い
て
講
演

し
た
。
そ
れ
は
、
当
時
、
千

ｈ
ａ
ｔ
で
連
絡
を
取
り
合
っ

て
い
た
が
、
翌
年
か
ら
は
コ

ロ
ナ
禍
に
陥
り
、
対
策
し
た

い
河
川
現
場
の
視
察
調
査
が

出
来
な
く
な
り
、
こ
れ
ま
で

延
期
々
々
で
２
年
と
な
っ
て

い
る
。

中
国
の
製
造
工
場
の
規
模

の
大
き
さ
、
推
進
の
迅
速

さ
、
そ
し
て
関
わ
る
人
間
の

多
さ
に
は
毎
度
圧
倒
さ
れ

る
。
し
か
も
そ
の
改
革
の
ス

ピ
ー
ド
に
は
驚
か
さ
れ
る
。

筆
者
は
、
機
械
技
術
史
と
い

う
研
究
分
野
や
風
力
発
電
に

関
わ
る
研
究
分
野
で
、
そ
の

会
議
開
催
に
お
け
る
日
本
側

幹
事
を
行
っ
て
い
た
。
中
国

に
は
何
度
も
伺
っ
た
。
し
か

し
20
年
前
の
中
国
は
、
10
年

前
の
中
国
と
は
変
わ
り
、
現

代
の
中
国
は
さ
ら
に
変
わ
っ

た
。
２
０
０
８
年
の
北
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
前
後
、
ま

た
、
２
０
１
０
年
の
上
海
万

博
（
国
際
博
覧
会
）
の
前
後

で
は
、
大
き
な
変
革
が
見
ら

れ
た
。
こ
れ
ら
の
行
事
は
、

大
き
な
変
貌
の
起
爆
剤
と
な

っ
た
と
感
じ
ら
れ
た
。
過
去

の
中
国
も
状
況
か
ら
、
未
来

の
中
国
の
状
況
を
語
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

▼
政
治
家
と
し
て
の
経
歴

西
原
氏
の
経
歴
は
つ
ぎ
の

葉
大
学
の
構
内
に

あ
る
溜
池
を
実
験

場
と
し
て
、
汚
濁

や
ヘ
ド
ロ
を
、
浄

化
剤
な
ど
の
化
学

薬
品
に
よ
る
対
策

で
は
な
く
、
微
生

物
の
活
性
化
に
よ

る
自
然
浄
化
技
術

に
つ
い
て
で
あ
っ

た
。
講
演
後
の
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
現
地
法
人
の

４
社
か
ら
相
談
を

受
け
た
。
一
社
と

は
、
具
体
的
な
相

談
を
翌
日
に
行
っ

た
。
そ
の
後
は
、

他
社
と
も
Ｗ
ｅ
Ｃ

さ
れ
た
。
平
成
の

合
併
で
誕
生
し
た

牧
之
原
市
の
初
代

市
長
に
な
り
、
３

期
12
年
担
当
さ
れ

た
。
４
年
前
の
10

月
に
退
任
さ
れ
た

が
、
こ
の
回
、
８

回
の
選
挙
で
は
８

戦
８
勝
で
あ
っ
た

と
い
う
。

ゆ
え
に
、
西
原

氏
は
役
務
や
職
務

に
お
け
る
熱
心
さ

や
信
頼
性
が
、
そ

し
て
発
信
力
が
優

れ
て
い
る
こ
と

が
、
こ
の
結
果
に

裏
打
ち
さ
れ
て
い

る
と
い
え
だ
ろ

山
静
岡
空
港
で
あ

る
。空

港
設
置
の
話

題
は
、
１
９
８
６

６
年
に
持
ち
上
が

り
、
以
来
、
西
原

氏
は
、
熱
心
に
こ

の
課
題
解
決
を
行

っ
て
き
た
。
ま

ず
、
誘
致
を
牧
之

原
市
に
す
る
こ

と
、
反
対
者
も
い

る
の
で
そ
の
受
容

性
と
合
意
を
つ
く

る
こ
と
。
結
果
、

決
定
さ
れ
建
設
が

始
ま
っ
た
の
は
１

９
９
５
年
（
平
成

７
年
）、
完
成
は


